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　１．案内手法の基本形

1.1　骨組みをつくる：

　　　　　　　〈指示〉　と　〈同定〉

　　　　　directionして、　identifyする
　　　　　　　　↓　　　　　　　　↓

　　　Direction SignDirection Sign 　　　 Location SignLocation Sign
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1.2　肉付けをする：

　　　　　　　　　　　　 〈図解〉

　　graphical drawingで関係性や条件を示す

　→ 　　DiagramDiagram

　　　　　　　　　　　→ 　　MapMap

　　　　　　　　　　　→ 　　ListList

　　　　　　　　　　　→ 　　DirectoryDirectory
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２．サインの機能種別
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３．サインの計画三要素
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４．サインシステムの表現原則
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５．道路案内標識の整備課題

　車両系・・・

〇《連続性》の観点から

　　→どのように「目標地」を選択するか

〇《明瞭性》の観点から

　　→どのように「目標地」を同定するか
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　歩行者系・・・

〇《システム性》の観点から

　　→どのように「施設情報」を表示するか

〇《連続性》の観点から

　　→どのように「施設情報」を配置するか


